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１．救助業務の現況

過去５年間の救助出動件数及び活動件数
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平成２９年中の救助出動件数は９８件で、そのうち活動件数は６２件、救助人員は７７人で前年と比

較すると、出動件数は１件増、活動件数は１０件減となっているものの、救助人員は横ばい状態となっ

ています。出動件数の内訳は、交通事故が３６件（全体の約３７％、前年比＋１件）、山岳救助等を含

むその他の事故が３５件（全体の約３６％、前年比＋１件）、建物等事故が１８件（全体の約１８％、

前年比＋３件）、水難事故が３件（全体の約３％、前年比＋１件）、機械等事故が３件（全体の約３％、

前年比＋２件）、ガス・酸欠事故が２件（全体の約２％、前年比－１件）、建物火災が１件（全体の約１％、

前年比－６件）となっています。出動件数第１位の交通事故は全体の約４割を占めており、ハイブリッ

ト車や電気自動車等の急速な普及に伴い、交通の要衝である当管内における交通事故も複雑多様化して

います。また、山岳救助件数は１５件（全体の１５％）であり、当消防本部は宝満山を管轄しており、

登山ブームも相まって年間約１０万人の登山者が訪れ、今後も増加することが予想されます。他にも高

層建築物や大型建築物等が増加し、このような状況下であらゆる災害が多種多様化してきています。 

更に、近年、日本各地で様々な自然災害が発生しており、７月には甚大な被害をもたらした九州北部

豪雨も発生し、今後も大規模な自然災害が発生することが予測されます。 

そこで、救助隊員の資質の向上を図るため、各種教育機関への入校をはじめ、専門資格の取得、近隣

消防本部との合同訓練を積極的に実施するなど、高度な知識及び救助技術を習得するための教育等を行

っています。 
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２．事故種別救助活動状況
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３．事故種別・ 発生場所別出動状況
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４．事故種別・ 発生場所別救助活動状況 （平成29年）
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